
本日の重要ミッション



この１時間で

抽象的な文章を読むコツを会得する！



□ まず 折る

□ 段落に番号を付ける

第
一
章

定
義

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
～

感
情
と
し
て
の
～

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
原
理
は
～

し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
～

１２３４



ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
第
一
義
的
に
は
、

政
治
的
な
単
位
と
民
族
的
な
単
位
が

一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す

る
一
つ
の
政
治
的
原
理
で
あ
る
。

１－１１－２

感
情
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
運
動
と
し

て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
こ
の
原
理
に

よ
っ
て
最
も
適
切
に
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
感
情
と

は
・・・怒
り
の
気
持
ち
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
運
動
と
は
・・・

感情、怒り、運動、なん
か元気だなあ。。。



感情、怒り、運動、なん
か元気だなあ。。。

感情的な言葉が並んでいたら、

自分の中の感情を呼び覚まして

その文章にシンクロさせてみる。

そっとこぶしを握ってみるとか。。。

身体を使って思考せよ！



１－３

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
原
理
は
、
次
の
よ
う

な
様
々
な
方
法
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
う

る
。
あ
る
既
存
の
国
家
の
政
治
的
境
界

が
、
そ
の
固
有
の
民
族
の
す
べ
て
の
構

成
員
を
包
含
す
る
の
に
失
敗
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
・・・あ
る
い
は
・・
・さ
ら

に
は
・・・

列挙で来たな！



国家

図にするか・・

民族

国家

3通りじゃん

民族

国家 民族 民族国家

外国人

おっとまだある 国家 国家
民族



１－４

し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
原
理
を
侵

害
す
る
方
法
の
う
ち
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
感
情
が
と
り
わ
け
敏
感
に
反
応
す

る
あ
る
一
つ
の
特
殊
な
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
る
政
治
的
単
位
の
支
配

者
た
ち
が
、
被
支
配
者
の
多
数
が
所
属

す
る
の
と
は
別
の
民
族
に
属
し
て
い
る

場
合
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
・
・
・と

り
わ
け
耐
え
が
た
い
侵
犯
で
あ
る
と
み

な
さ
れ
る
。

感情ゲージが
高まってきた。
何か重要なこ
とが言われよ
うとしてい
る！



１－４

し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
原
理
を
侵

害
す
る
方
法
の
う
ち
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
感
情
が
と
り
わ
け
敏
感
に
反
応
す

る
あ
る
一
つ
の
特
殊
な
も
の
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
あ
る
政
治
的
単
位
の
支
配

者
た
ち
が
、
被
支
配
者
の
多
数
が
所
属

す
る
の
と
は
別
の
民
族
に
属
し
て
い
る

場
合
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
・
・・
と

り
わ
け
耐
え
が
た
い
侵
犯
で
あ
る
と
み

な
さ
れ
る
。

感情ゲージが
高まってきた。
何か重要なこ
とが言われよ
うとしてい
る！



図にするか・・
あ
る
政
治
的
単
位
の
支
配
者
た
ち
が
、

被
支
配
者
の
多
数
が
所
属
す
る
の
と
は

別
の
民
族
に
属
し
て
い
る
場
合

支配者

被支配者



図にするか・・
あ
る
政
治
的
単
位
の
支
配
者
た
ち
が
、

被
支
配
者
の
多
数
が
所
属
す
る
の
と
は

別
の
民
族
に
属
し
て
い
る
場
合

支配者

問題はココ

被支配者



国
家
と
は
、
社
会
の
中
で
正
統
な
暴
力

を
独
占
的
に
所
有
す
る
機
関
で
あ
る
。

国
家

そ
の
機
関
、
あ
る
い
は
機
関
の
集
合
体
こ
そ

が
国
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さいごの１文が「国家とは」という

冒頭の問いを受けているので、

この段落は発展性はない。



産
業
社
会

産
業
社
会
は
～

こ
の
新
し
い
種
類
の

永
遠
の
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム

人
類
は
、
も
は
や
後
戻
り
で
き
な
い

産
業
主
義
へ
の
移
行
の
時
代
は

農
耕
人
は

単
一
の
政
治
的
権
威
と

１２３４５６７

□ 段落に番号を付ける



産－１

産
業
社
会
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
社
会

の
中
で
も
、
持
続
的
で
永
遠
の
成
長
や

予
期
さ
れ
る
連
続
的
な
改
良
に
よ
っ
て

生
き
、
そ
の
こ
と
に
依
存
し
て
い
る
唯

一
の
社
会
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
そ
れ
は
、
進
歩
や
連
続
的
な
改

良
の
概
念
や
理
想
を
発
明
し
た
最
初
の

社
会
で
あ
っ
た
。

似た言葉を拾う

似た言葉を拾う
その２

イメージする！

「や」が多い文章の場合



キーワードを切り出す

産
業
社
会
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
社
会

の
中
で
も
、
持
続
的
で
永
遠
の
成
長
や

予
期
さ
れ
る
連
続
的
な
改
良
に
よ
っ
て

生
き
、
そ
の
こ
と
に
依
存
し
て
い
る
唯

一
の
社
会
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
そ
れ
は
、
進
歩
や
連
続
的
な
改

良
の
概
念
や
理
想
を
発
明
し
た
最
初
の

社
会
で
あ
っ
た
。

産業社会は進歩し続ける社会！



キーワードを切り出す

産
業
社
会
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
社
会

の
中
で
も
、
持
続
的
で
永
遠
の
成
長
や

予
期
さ
れ
る
連
続
的
な
改
良
に
よ
っ
て

生
き
、
そ
の
こ
と
に
依
存
し
て
い
る
唯

一
の
社
会
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
そ
れ
は
、
進
歩
や
連
続
的
な
改

良
の
概
念
や
理
想
を
発
明
し
た
最
初
の

社
会
で
あ
っ
た
。

濃縮成功！

産業社会は進歩し続ける社会！



産－２

キーワードを切り出す

平等主義

産－３ 永久の椅子取りゲーム

流動性

流動的

比喩は著者が気合い
入れてる証拠

日本語はべんり！

漢語を切り出すだけで、そうとう行ける！



人
類
は
、
も
は
や
後
戻
り
で
き
な
い
形

で
産
業
社
会
に
・・・
縛
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
社
会
だ
け
が
、
地
球
上
の
人
口
を
、

そ
し
て
将
来
予
想
さ
れ
る
人
口
を
扶

養
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ま
た
、

こ
の
社
会
だ
け
が
、
人
が
今
当
然
と

思
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
当
然
の
こ
と
と

願
っ
て
い
る
よ
う
な
生
活
水
準
の
見
込

み
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
・・
・農
耕

社
会
の
復
活
は
人
類
の
大
多
数
に
餓
死

を
運
命
づ
け
る
に
す
ぎ
な
い

産－４

リフレインは
重要なサイン

「だけ」に
こめられた
切ない響き



産－５

産
業
主
義
へ
の
移
行
の
時
代
は
、
わ
れ

わ
れ
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
必
ず
や
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
、
動
乱
に
満
ち
た

再
調
整
の
時
期
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

産業社会が
ナショナリズムを連れてきた。

進歩 流動的

永久の椅子取りゲーム

この2行が
議論のキー



特
別
の
設
備
を
必
要
と
す
る
。
・・・

教
育
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
全
国
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の

シ
ス
テ
ム
の
唯
一
の
有
効
な
管
理
人
と

保
護
者
と
は
国
家
で
あ
る
。

産－６



進歩し続ける社会は流動的だから全員が平等でないといけない

そのためには全員が同じ教育を受けないといけない

そのためには国家という保護システムが必要

「教育」の必要



農耕社会

生まれで職業が決まってる

必要な知識の量は限られる



山崎直子宇宙飛行士
JAXA HPより

産業社会



産業社会

職業は自分で選択する

選択するためには、たくさんのことを知らなくちゃ。

国
家

学校



進歩し続ける社会は流動的だから全員が平等でないといけない

そのためには全員が同じ教育を受けないといけない

そのためには国家という保護システムが必要

「教育」の必要



じゃあ民族ごとに国家を１つずつ

つくればいいじゃん。

１民族１国家



地球上の言語の数は・・・ ８０００

現在の国家の数は・・・ １９３

１民族１国家



産－５

産
業
主
義
へ
の
移
行
の
時
代
は
、
わ
れ

わ
れ
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
必
ず
や
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
、
動
乱
に
満
ち
た

再
調
整
の
時
期
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

教育のために

国家というまとまりが必要

民族、というまとまりは

たいていは小さすぎて

統合が必要になる



地球上の言語の数は・・・ ８０００

現在の国家の数は・・・ １９３

１民族１国家



「動乱に満ちた再調整」の始まり

So it begins.



□ ウラへＧＯ！

□ 段落に番号を付ける

第
七
章

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
類
型

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
有
効
な
類
型
論
は
～

モ
デ
ル
に
導
入
さ
れ
る
～

前
提
と
な
っ
て
い
る
権
力
が
～

わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
確
立
し
た
～

１２３４

□ また 折る



７－１ 権力要素１：

７－２ 要素２： 教育

７－３ 要素１＋２： ４つの可能性



支配者

被支配者

教育あり ○
教育なし ×

７－３



支配者 ○ ○ × ×

被支配者 × ○ ○ ×

教育あり ○
教育なし ×

７－３ 表にすればカンタン

７－４

要素３： 文化

支配者と被支配者が一緒か別か？



支配者 ○ ○ × ×

被支配者 × ○ ○ ×

支配者 ○ ○ × ×

被支配者 × ○ ○ ×

一緒

別

ライン１

ライン２

３

４

５

６

７

８







支配者 ○ ○ × ×

被支配者 × ○ ○ ×

支配者 ○ ○ × ×

被支配者 × ○ ○ ×

一緒

別

ライン１

ライン２

３

４

５

６

７

８



支配者 ○ ○ ×

被支配者 × ○ ○

ライン２ ４ ６

ライン２ 東欧的 困難

ライン４ 西欧的 容易



支配者 ×

被支配者 ○

ライン６

ライン６ ディアスポラ・ナショナリズム

ナショナリズムの特別で重要な亜種

離散して暮らすユダヤ人



支配者 ×

被支配者 ○ 教育あり ○
教育なし ×

このヘンな状況は何？



前
産
業
社
会
で
は
、
官
僚
的
機
能
を
最
も

よ
く
果
た
す
の
は
、
宦
官
、
僧
侶
、
奴
隷
、

そ
し
て
外
国
人
で
あ
る
。

市
民
は
、
彼
ら
の
親
族
や
顧
客
に
利
益
に

な
る
よ
う
に
自
分
の
立
場
を
利
用
し
が

ち
・・・

ライン６－２

支配者 ×

被支配者 ○

前の時代に原因がある！

権力の腐敗を防ぐため

行政や金融の機能を

中立的な専門家集団に委託



ライン６－３のラスト

近
代
化
の
状
況
下
で
、
か
つ
て
の
専
門
化

さ
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
は
、
無
力
さ

と
同
時
に
、
残
念
な
が
ら
彼
ら
の
独
占
権

と
保
護
と
を
も
失
う
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
ま
ち
が
っ
た
人
々
の
手
に
渡
れ

ば
非
常
に
強
力
で
危
険
な
道
具
を
取
り

扱
う
こ
と
を
認
め
て
も
ら
う
代
わ
り
に
、

自
分
た
ち
を
政
治
的
、
軍
事
的
に
無
能
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ライン６－３の冒頭



ライン６－４

経
済
的
優
位
と
文
化
的
同
一
性
と
が
、
政

治
的
、
軍
事
的
弱
さ
と
結
び
つ
い
た
時
に

生
じ
る
悲
惨
で
悲
劇
的
な
結
果ユダヤ人

ギリシア人

アルメニア人・・・

弱い金持ち

都市の中心に拡散して住み

防衛可能な領域的基盤を持たない

嫉妬と攻撃の対象

追放・ジェノサイド



支配者 ○ ○ × ×

被支配者 × ○ ○ ×

支配者 ○ ○ × ×

被支配者 × ○ ○ ×

一緒

別

ライン１

ライン２

３

４

５

６

７

８

ライン６の存在は
モデル化することで
初めて明らかになった



課題２ ナショナリズム判定
あの国のナショナリズムはこのタイプだ！

任意の国を取り上げ、それがどのタイ
プ（融合型を含む）に属するかをゲル
ナーの説に沿って判定し、かつその未
来を推測してください。

取り上げるのは日本・アメリカなど実在の国でも、

トルメキア・ジオンなど架空の国でもよい。



So much death.


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47

